
○ し ん ご う 保 育 園241

ぼ く と わ た し の 絵

保
育
園
の
オ
ニ
は
と
っ
て
も
怖
く
て

び
っ
く
り
し
た
け
ど
、
が
ん
ば
っ
て
豆

を
投
げ
た
よ
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
オ
ニ
を
や
っ
つ
け
た
よ
。

太
田
 
　
薫
さ
ん（
さ
く
ら
組
）

ラ
ン
ド
セ
ル
を
買
い
に
行
っ
た
よ
。

い
っ
ぱ
い
色
が
あ
っ
て
迷
っ
た
け
ど
、

一
番
か
っ
こ
い
い「
黒
と
赤
」の
ラ
ン

ド
セ
ル
を
選
ん
だ
よ
。

橋
端
　
慶
人
く
ん（
さ
く
ら
組
）

か
お
り

お
お
た

け
い
と

は
し
ば

８

　２ 月 1
2 日 、 公 益 社 団 法 人 　八 戸 法

人 会 か ら 、 村 に 10 万 円 分 の 図 書 カ ー

ド が 寄 附 さ れ 、 村 長 室 で 小 坂 章 法 人

会 五 戸 支 部 長 か ら 須 藤 村 長 に 手 渡 さ

れ ま し た 。

　 い た だ い

た 図 書 カ ー

ド は 、 新 郷

中 学 校 と 野

沢 中 学 校 の

２ 校 で 、 図

書 購 入 に 役

立 て ら れ ま

す 。

や
よ
い

M
ar
ch

３
月

弥
 生

人
の
動
き

男
　
1,
36
1人
（
－
４
人
）

女
　
1,
45
6人
（
－
２
人
）

計
　
2,
81
7人
（
－
６
人
）

世
帯
数
94
6世
帯（
±
０
世
帯
）

（
平
成
26
年
１
月
31
日
現
在
）
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む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
26
年

ブ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン（
血
石
）

̶
 沈
着
・
勇
敢
 ̶

誕
生
石

燃
え
る
ご
み
収
集
日
　
新
郷
村
全
域
　
月
曜
日
・
木
曜
日
（
祭
日
も
収
集
し
ま
す
）

家
庭
ご
み
は
収
集
日
の
朝
に
出
し
て
下
さ
い
。
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

村
民
相
談
日
　
毎
週
月
・
木
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
（
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
祝
祭
日
の
場
合
は
曜
日
変
更
あ
り
）

２
０
１
４
年
３
月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

日
曜

み
ん
な
で
支
え
る

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

こ
の
広
報
紙
は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

２月９日　川代地区の集落８ヶ所で、南部大黒舞の
　　　　　門付けを行った川代地区振興会のみなさん
　　　　　（写真提供者：川代地区振興会会員  遠藤勇一氏）

２月９日　川代地区の集落８ヶ所で、南部大黒舞の
　　　　　門付けを行った川代地区振興会のみなさん
　　　　　（写真提供者：川代地区振興会会員  遠藤勇一氏）

３
月 月金

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　
相
談
室

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
な
祭

新
郷
温
泉
館
休
館
日

７
新
郷
温
泉
館
休
館
日

中
学
校
卒
業
式

10

水
行
政
相
談

12
金
資
源
ご
み（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）収
集
日

14

月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

所
得
税
・
住
民
税
申
告
相
談
最
終
日

17

水
５
歳
児
健
診

19
木
小
学
校
卒
業
式

20

金
●
春
分
の
日

資
源
ご
み（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

21

月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

24
水
小
中
学
校
修
了
式

26
金
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

28
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

31

資
源
ご
み（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

公 益 社 団 法 人  八 戸 法 人 会

　
新 郷 中 と

野 沢 中 に 図 書 カ ー ド 10 万 円 分 を 寄 附
図書
カー
ドを
手渡
す小
坂五
戸支
部長
（中
央）
と中
里五
戸副
支部
長



２３　広報しんごう　H26・２

バイク運転者にヘルメット着用
を呼びかける木村駐在所長

集落を代表して要望を述べる常会長

八戸学院大学の大谷学長（左）と連携協力協定
締結に向けた会談をする須藤村長

新春にふさわしい縁起物の踊りを披露
する連合婦人会のみなさん

「世界に向けて情報発信を
しなければならない時代
がきた」と講話する八戸学
院大学の丹羽副学長

自身が振り付けした「生キ
ャラせんべい音頭」の由来
を紹介する長野良子さん万歳三唱で新春の集いを締めくくる出席者

アルペンの部
種　　目
男子大回転小１

小２

小３

小４

小５

小６

中学

女子大回転
男子大回転
女子大回転
男子大回転
女子大回転
男子大回転
女子大回転
男子大回転
女子大回転
男子大回転
女子大回転
男子大回転
女子大回転
　男子回転
　女子回転

優　　勝 ２　　位 ３　　位
坂　根　　　一
沢　口　響　花
橋　端　有　也
川　岸　実　福
福　山　一　煌
村　上　璃　帆
長　峯　　　源
永　野　海　幸
中　田　大　輝
長　野　和　夏
間　木　啓　吾
田　沢　未　羽
佐　藤　謙汰郎
吉　野　栞　那
佐　藤　謙汰郎
田　沢　麻　衣

戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
新
新
新
新

沼　沢　陽　琉
海　野　紅　羽
土　本　　　義
佐々木　七　海
福　山　　　修
高　宮　菜　緒
高　見　竜　生
下栃棚　愛　実
細　川　　　響
関　　　秀　夏
田　沢　一　輝
高　橋　祐　衣
橋　端　　　慧
田　沢　麻　衣
長　野　晃　志

戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
新
新
新

川　口　勇　太

福　田　泰　聖
佐々木　愛　華
橋　端　圭　太
福　山　光　咲
長　峯　　　魁
畠　山　　　好
藤　村　倖　大
湯　沢　紗也加
小　沢　耀　穂
永　野　こなつ
長　野　晃　志

湯　沢　幸　輝

戸

戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
新

新

クロスカントリーの部
種　　目
男 子小１

小２

小３

小４

小５

小６

中学

女 子
男 子
女 子
男 子
女 子
男 子
女 子
男 子
女 子
男 子
女 子

小 学 校 リ レ ー
男 子
女 子

優　　勝 ２　　位 ３　　位
横　沢　志　温
前　山　仁　菜
佐　藤　龍吉郎
田　島　未　舞
横　沢　亮　太
工　藤　里　緒
工　藤　咲　吾
青　山　桃　果
豊　島　翔　大
鹿　島　愛　莉
戸　田　悠　仁
田　島　愛　海
西　　越　　A
中鶴間　祥　太
赤　坂　詩　織

西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
戸
西

野
野

横　道　　　凜
岡　田　柊　作
佐　藤　　　慶
風　張　航　太
佐　藤　南　美

岡　田　香那美
木　本　大　貴
上野山　稚　菜
下　村　竜　聖
佐　藤　涼　夏
西　　越　　Ｂ
石ヶ守　直　希
佐　藤　萌々子

西
西
西
西
西

西
西
西
西
西

野
野

佐　藤　那　奈

中鶴間　巧　磨
横　道　万　葉

佐　藤　琴　乃

佐　藤　邑　磨

横　道　千　里
佐　藤　萌　野

西

西
西

西

西

野
野

新春の集い

　１
月
31
日
、
新
郷
村
小
・
中
学

校
ス
キ
ー
大
会（
新
郷
村
教
育
振

興
協
議
会
主
催
）が
金
ヶ
沢
ス
キ

ー
場
で
開
催
さ
れ
、
約
１
４
０
名

の
児
童
生
徒
が
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。

　開
会
式
で
は
、
福
山
廣
大
会
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
須
藤
村
長

が
選
手
を
激
励
。
戸
来
小
学
校
６

年
の
田
沢
一
輝
君
が
元
気
よ
く
選

手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　

　こ
の
日
は
雪
が
降
っ
た
り
や
ん

だ
り
で
、
時
折
強
い
風
が
雪
を
舞

い
上
げ
る
な
ど
し
ま
し
た
が
、
選

手
た
ち
は

家
族
の
声
援

を
受
け
な
が

ら
、
精
一
杯

の
滑
り
を
見

せ
て
い
ま
し

た
。

  

大
回
転
出
場
者

沢
口
響
花
さ
ん（
戸
来
小
１
）

　ち
ょ
っ
と
膝
を
曲

げ
て
や
る
と
こ
ろ
に

注
意
し
て
す
べ
り
ま

し
た
。
楽
し
か
っ
た

で
す
。

海
野
紅
羽
さ
ん（
戸
来
小
１
）

　初
め
て
の
ス
キ
ー

大
会
だ
っ
た
け
ど
、

う
ま
く
で
き
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
の
と
こ
ろ
を
気
を
つ
け

て
す
べ
り
ま
し
た
。

沼
沢
陽
琉
君（
戸
来
小
１
）

　楽
し
か
っ
た
で
す
。

曲
が
る
と
こ
ろ
を
注

意
し
て
す
べ
り
ま
し

た
。

坂
根

　一
君（
戸
来
小
１
）

　曲
が
る
と
こ
ろ
を

注
意
し
て
す
べ
り
ま

し
た
。
楽
し
か
っ
た

で
す
。

川
口
勇
太
君（
戸
来
小
１
）

　１
位
で
も
、
２
位

で
も
、
３
位
で
も
、

な
ん
で
も
い
い
か
ら

賞
を
と
り
た
か
っ
た

け
ど･･･

楽
し
か
っ
た
で
す
。

  

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
出
場
者

佐
藤
那
奈
さ
ん（
西
越
小
１
）

　４
回
こ
ろ
ん
だ
け

ど
、
う
ま
く
す
べ
れ

ま
し
た
。

横
道

　凜
さ
ん（
西
越
小
１
）

　坂
の
と
こ
ろ
で
１

回
こ
ろ
ん
だ
け
ど
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。

前
山
仁
菜
さ
ん（
西
越
小
１
）

　長
い
坂
の
と
こ
ろ

が
大
変
で
し
た
が
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。

横
沢
志
温
君（
西
越
小
１
）

　坂
を
上
る
と
こ
ろ

が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。

平成25年度新郷村常会長会議

　２
月
４
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
で
、「
平
成
25
年
度
新
郷
村
常

会
長
会
議
」が
開
か
れ
、
村
内
43

の
常
会
か
ら
42
名
の
常
会
長
が
出

席
し
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　会
議
で
は
、
新
町
常
会
長
の
柿

本
孝
徳
さ
ん
の
発
声
に
よ
り
村
民

憲
章
を
唱
和
。
須
藤
村
長
が
村
の

財
政
状
況
や
新
年
度
の
事
業
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

木
村
光
雄
新
郷
駐
在
所
長
が
、「
地

域
の
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り
に

向
け
て
」と
題
し
講
話
。「
バ
イ
ク

運
転
者
は
、
ぜ
ひ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
を
」、
玄
関
を
明
る
く
す
れ
ば

防
犯
に
つ
な
が
る
と
し
て「
一
戸

一
灯
運
動
」を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　出
席
し
た
常
会
長
か
ら
は
、「
防

犯
灯
の
設
置
」や「
歩
道
の
除
雪
」

な
ど
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
が
だ

さ
れ
、
各
課
の
対
応
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。

　１
月
23
日
、
庁
舎
２
階
で
八
戸

学
院
大
学
の
大
谷
学
長
と
須
藤
村

長
が
、
同
大
学
と
村
の
連
携
を
密

に
し
よ
う
と
フ
ラ
ン
ク
に
話
し
合

い
を
し
ま
し
た
。

　同
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
も
各
種

事
業
を
通
し
て
本
村
と
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
の
ト
ッ
プ
会

談
で
は
地
域
づ
く
り
や
健
康
づ
く

り
等
相
互
の
発
展
の
た
め
、
早
け

れ
ば
今
年
春
の
連
携
協
力
協
定
調

印
を
目
指
し
て
体
制
を
整
え
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
意
見
が
合
致

し
ま
し
た
。

　新
年
恒
例
の「
新
郷
村
新
春
の
集
い
」が
１
月
18
日
、

美
郷
館
で
開
催
さ
れ
、
各
界
の
代
表
な
ど
１
４
０
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　集
い
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
須
藤
村
長
が
あ
い

さ
つ
。
三
八
地
方
森
林
組
合
の
桑
原
一
夫
組
合
長
と
五

戸
町
商
工
会
の
金
澤
孝
吉
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
八
戸
学
院
大
学
の
丹
羽
浩
正
副
学
長
と
木
村

光
雄
新
郷
駐
在
所
長
が
講
話
。
出
席
者
全
員
で「
ふ
る

さ
と
」ほ
か
１
曲
を
歌
っ
た
後
、
福
山
村
議
会
議
長
の

音
頭
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

　ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、「
生
キ
ャ
ラ
せ
ん
べ
い
音

頭
」の
振
り
付
け
を
し
た
長
野
良
子
さ
ん（
荒
巻
）が
振
り

付
け
の
由
来
を
紹
介
し
、
連
合
婦
人
会
が
歌
手
の
小
西

礼
子
さ
ん
の
歌
に
合
わ
せ
て
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

各
集
落
の
常
会
長

防
犯
灯
の
設
置
や
歩
道
の

除
雪
な
ど
を
要
望
！

木
村
新
郷
駐
在
所
長

バ
イ
ク
運
転
時
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
を
呼
び
か
け

新郷村の更なる発展を願って、万歳三唱！

各界の代表が集まり

新春の集い

ひ
ざ

く
れ 

は

は   

るせ
ん

な

　なり
ん

に
い 

な

し 

お
ん

※戸…戸来小学校 　西…西越小学校 　新…新郷中学校 　野…野沢中学校

い
っ
き

初
め
て
の
ス
キ
ー
大
会

小
学
１
年
生
に
聞
き
ま
し
た
!!

八
戸
学
院
大
学
と
本
村
が

連
携
を
！

八
戸
学
院
大
学
と
本
村
が

連
携
を
！

大
谷
真
樹
学
長
と
須
藤
村
長
が

ト
ッ
プ
会
談

八
戸
学
院
大
学
と
本
村
が

連
携
を
！

初
め
て
の
ス
キ
ー
大
会

小
学
１
年
生
に
聞
き
ま
し
た
!!
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を呼びかける木村駐在所長

集落を代表して要望を述べる常会長

八戸学院大学の大谷学長（左）と連携協力協定
締結に向けた会談をする須藤村長

新春にふさわしい縁起物の踊りを披露
する連合婦人会のみなさん

「世界に向けて情報発信を
しなければならない時代
がきた」と講話する八戸学
院大学の丹羽副学長

自身が振り付けした「生キ
ャラせんべい音頭」の由来
を紹介する長野良子さん万歳三唱で新春の集いを締めくくる出席者

アルペンの部
種　　目
男子大回転小１

小２

小３

小４

小５

小６

中学

女子大回転
男子大回転
女子大回転
男子大回転
女子大回転
男子大回転
女子大回転
男子大回転
女子大回転
男子大回転
女子大回転
男子大回転
女子大回転
　男子回転
　女子回転

優　　勝 ２　　位 ３　　位
坂　根　　　一
沢　口　響　花
橋　端　有　也
川　岸　実　福
福　山　一　煌
村　上　璃　帆
長　峯　　　源
永　野　海　幸
中　田　大　輝
長　野　和　夏
間　木　啓　吾
田　沢　未　羽
佐　藤　謙汰郎
吉　野　栞　那
佐　藤　謙汰郎
田　沢　麻　衣

戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
新
新
新
新

沼　沢　陽　琉
海　野　紅　羽
土　本　　　義
佐々木　七　海
福　山　　　修
高　宮　菜　緒
高　見　竜　生
下栃棚　愛　実
細　川　　　響
関　　　秀　夏
田　沢　一　輝
高　橋　祐　衣
橋　端　　　慧
田　沢　麻　衣
長　野　晃　志

戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
新
新
新

川　口　勇　太

福　田　泰　聖
佐々木　愛　華
橋　端　圭　太
福　山　光　咲
長　峯　　　魁
畠　山　　　好
藤　村　倖　大
湯　沢　紗也加
小　沢　耀　穂
永　野　こなつ
長　野　晃　志

湯　沢　幸　輝

戸

戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
新

新

クロスカントリーの部
種　　目
男 子小１

小２

小３

小４

小５

小６

中学

女 子
男 子
女 子
男 子
女 子
男 子
女 子
男 子
女 子
男 子
女 子

小 学 校 リ レ ー
男 子
女 子

優　　勝 ２　　位 ３　　位
横　沢　志　温
前　山　仁　菜
佐　藤　龍吉郎
田　島　未　舞
横　沢　亮　太
工　藤　里　緒
工　藤　咲　吾
青　山　桃　果
豊　島　翔　大
鹿　島　愛　莉
戸　田　悠　仁
田　島　愛　海
西　　越　　A
中鶴間　祥　太
赤　坂　詩　織

西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
戸
西

野
野

横　道　　　凜
岡　田　柊　作
佐　藤　　　慶
風　張　航　太
佐　藤　南　美

岡　田　香那美
木　本　大　貴
上野山　稚　菜
下　村　竜　聖
佐　藤　涼　夏
西　　越　　Ｂ
石ヶ守　直　希
佐　藤　萌々子

西
西
西
西
西

西
西
西
西
西

野
野

佐　藤　那　奈

中鶴間　巧　磨
横　道　万　葉

佐　藤　琴　乃

佐　藤　邑　磨

横　道　千　里
佐　藤　萌　野

西

西
西

西

西

野
野

新春の集い

　１
月
31
日
、
新
郷
村
小
・
中
学

校
ス
キ
ー
大
会（
新
郷
村
教
育
振

興
協
議
会
主
催
）が
金
ヶ
沢
ス
キ

ー
場
で
開
催
さ
れ
、
約
１
４
０
名

の
児
童
生
徒
が
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。

　開
会
式
で
は
、
福
山
廣
大
会
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
須
藤
村
長

が
選
手
を
激
励
。
戸
来
小
学
校
６

年
の
田
沢
一
輝
君
が
元
気
よ
く
選

手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　

　こ
の
日
は
雪
が
降
っ
た
り
や
ん

だ
り
で
、
時
折
強
い
風
が
雪
を
舞

い
上
げ
る
な
ど
し
ま
し
た
が
、
選

手
た
ち
は

家
族
の
声
援

を
受
け
な
が

ら
、
精
一
杯

の
滑
り
を
見

せ
て
い
ま
し

た
。

  

大
回
転
出
場
者

沢
口
響
花
さ
ん（
戸
来
小
１
）

　ち
ょ
っ
と
膝
を
曲

げ
て
や
る
と
こ
ろ
に

注
意
し
て
す
べ
り
ま

し
た
。
楽
し
か
っ
た

で
す
。

海
野
紅
羽
さ
ん（
戸
来
小
１
）

　初
め
て
の
ス
キ
ー

大
会
だ
っ
た
け
ど
、

う
ま
く
で
き
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
の
と
こ
ろ
を
気
を
つ
け

て
す
べ
り
ま
し
た
。

沼
沢
陽
琉
君（
戸
来
小
１
）

　楽
し
か
っ
た
で
す
。

曲
が
る
と
こ
ろ
を
注

意
し
て
す
べ
り
ま
し

た
。

坂
根

　一
君（
戸
来
小
１
）

　曲
が
る
と
こ
ろ
を

注
意
し
て
す
べ
り
ま

し
た
。
楽
し
か
っ
た

で
す
。

川
口
勇
太
君（
戸
来
小
１
）

　１
位
で
も
、
２
位

で
も
、
３
位
で
も
、

な
ん
で
も
い
い
か
ら

賞
を
と
り
た
か
っ
た

け
ど･･･

楽
し
か
っ
た
で
す
。

  

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
出
場
者

佐
藤
那
奈
さ
ん（
西
越
小
１
）

　４
回
こ
ろ
ん
だ
け

ど
、
う
ま
く
す
べ
れ

ま
し
た
。

横
道

　凜
さ
ん（
西
越
小
１
）

　坂
の
と
こ
ろ
で
１

回
こ
ろ
ん
だ
け
ど
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。

前
山
仁
菜
さ
ん（
西
越
小
１
）

　長
い
坂
の
と
こ
ろ

が
大
変
で
し
た
が
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。

横
沢
志
温
君（
西
越
小
１
）

　坂
を
上
る
と
こ
ろ

が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。

平成25年度新郷村常会長会議

　２
月
４
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
で
、「
平
成
25
年
度
新
郷
村
常

会
長
会
議
」が
開
か
れ
、
村
内
43

の
常
会
か
ら
42
名
の
常
会
長
が
出

席
し
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　会
議
で
は
、
新
町
常
会
長
の
柿

本
孝
徳
さ
ん
の
発
声
に
よ
り
村
民

憲
章
を
唱
和
。
須
藤
村
長
が
村
の

財
政
状
況
や
新
年
度
の
事
業
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

木
村
光
雄
新
郷
駐
在
所
長
が
、「
地

域
の
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り
に

向
け
て
」と
題
し
講
話
。「
バ
イ
ク

運
転
者
は
、
ぜ
ひ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
を
」、
玄
関
を
明
る
く
す
れ
ば

防
犯
に
つ
な
が
る
と
し
て「
一
戸

一
灯
運
動
」を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　出
席
し
た
常
会
長
か
ら
は
、「
防

犯
灯
の
設
置
」や「
歩
道
の
除
雪
」

な
ど
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
が
だ

さ
れ
、
各
課
の
対
応
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。

　１
月
23
日
、
庁
舎
２
階
で
八
戸

学
院
大
学
の
大
谷
学
長
と
須
藤
村

長
が
、
同
大
学
と
村
の
連
携
を
密

に
し
よ
う
と
フ
ラ
ン
ク
に
話
し
合

い
を
し
ま
し
た
。

　同
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
も
各
種

事
業
を
通
し
て
本
村
と
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
の
ト
ッ
プ
会

談
で
は
地
域
づ
く
り
や
健
康
づ
く

り
等
相
互
の
発
展
の
た
め
、
早
け

れ
ば
今
年
春
の
連
携
協
力
協
定
調

印
を
目
指
し
て
体
制
を
整
え
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
意
見
が
合
致

し
ま
し
た
。

　新
年
恒
例
の「
新
郷
村
新
春
の
集
い
」が
１
月
18
日
、

美
郷
館
で
開
催
さ
れ
、
各
界
の
代
表
な
ど
１
４
０
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　集
い
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
須
藤
村
長
が
あ
い

さ
つ
。
三
八
地
方
森
林
組
合
の
桑
原
一
夫
組
合
長
と
五

戸
町
商
工
会
の
金
澤
孝
吉
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
八
戸
学
院
大
学
の
丹
羽
浩
正
副
学
長
と
木
村

光
雄
新
郷
駐
在
所
長
が
講
話
。
出
席
者
全
員
で「
ふ
る

さ
と
」ほ
か
１
曲
を
歌
っ
た
後
、
福
山
村
議
会
議
長
の

音
頭
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

　ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、「
生
キ
ャ
ラ
せ
ん
べ
い
音

頭
」の
振
り
付
け
を
し
た
長
野
良
子
さ
ん（
荒
巻
）が
振
り

付
け
の
由
来
を
紹
介
し
、
連
合
婦
人
会
が
歌
手
の
小
西

礼
子
さ
ん
の
歌
に
合
わ
せ
て
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

各
集
落
の
常
会
長

防
犯
灯
の
設
置
や
歩
道
の

除
雪
な
ど
を
要
望
！

木
村
新
郷
駐
在
所
長

バ
イ
ク
運
転
時
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
を
呼
び
か
け

新郷村の更なる発展を願って、万歳三唱！

各界の代表が集まり

新春の集い

ひ
ざ

く
れ 

は

は   

るせ
ん

な

　なり
ん

に
い 

な

し 

お
ん

※戸…戸来小学校 　西…西越小学校 　新…新郷中学校 　野…野沢中学校

い
っ
き

初
め
て
の
ス
キ
ー
大
会

小
学
１
年
生
に
聞
き
ま
し
た
!!

八
戸
学
院
大
学
と
本
村
が

連
携
を
！

八
戸
学
院
大
学
と
本
村
が

連
携
を
！

大
谷
真
樹
学
長
と
須
藤
村
長
が

ト
ッ
プ
会
談

八
戸
学
院
大
学
と
本
村
が

連
携
を
！

初
め
て
の
ス
キ
ー
大
会

小
学
１
年
生
に
聞
き
ま
し
た
!!



　１
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
の
10
日
間
に
わ

た
り
、
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た「
ふ
る
さ

と
祭
り
東
京
２
０
１
４
」に
本
村
か
ら
、
新
郷

村
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社
が
出
店
し
、
来
場

者
へ
本
村
自
慢
の
味
と
魅
力
を
届
け
ま
し
た
。

　八
戸
広
域
観
光
推
進
協
議
会
加
盟
市
町
村

の
ブ
ー
ス
に
は
、
お
い
ら
せ
町
や
階
上
町
な

ど
も
出
店
し
、
本
村
の
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社

は
定
番
商
品
の「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」「
生
キ
ャ

ラ
煎
餅
」の
他
に
、
今
回
初
め
て
本
村
で
作
ら

れ
た
25
年
産
の
天
日
米
を
販
売
し
ま
し
た
。

　こ
の
天
日
米
は
、
新
郷
村
農
産
物
研
究
会
が

手
間
暇
掛
け
て
天
日
干
し
た
も
の
で
、
試
し
に

と
買
っ
て
い
っ
た
お
客
様
が
、
翌
日
も
わ
ざ

わ
ざ
１
５
０
０
円
の
入
場
券
を
払
っ
て
ま
で
も

買
い
に
き
て
く
れ
る
ほ
ど
の
人
気
商
品
と
な

り
、
公
社
職
員
の
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。

　２
月
13
日
、
第
22
回
新
郷
村
社
会
福
祉
大
会
が
美
郷
館

で
開
催
さ
れ
、
住
民
約
１
８
０
名
が
講
演
や
保
育
園
児
ら

の
踊
り
な
ど
で
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　大
会
で
は
、
田
島
英
男
村
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の
式

辞
後
、
名
誉
大
会
長
の
須
藤
村
長
が
あ
い
さ
つ
。
村
社
会

福
祉
協
議
会
評
議
員
ら
５
名
に
、
田
島
社
協
会
長
か
ら
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
、
三
八
地
域
県
民
局
地
域
健
康
福
祉
部
の
前
田

泰
三
福
祉
総
室
長
と
船
水
松
春
三
戸
郡
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　次
に
、
㈲
ケ
イ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ト
リ
ニ
テ
ィ
の
高
橋
信

一
代
表
取
締
役
が
、「
実
は
間
違
っ
て
い
る
？
あ
な
た
の
健

康
常
識
〜
今
更
他
人
に
訊
け
な

い
？
薬
と
健
康
食
品
と
病
気
の

こ
と
〜
」と
題
し
て
講
演
し
、

会
場
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
む

ほ
ど
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

　ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
新
郷

保
育
園
の
園
児
や
村
連
合
婦
人
会

会
員
が
踊
り
を
、
髙
山
て
つ
子
さ

ん（
西
越
）ら
が
民
謡
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。

　介護保険係では、確定申告の時期に際し、所得税・住民税の控除をうけることができる障害者控除
対象者認定書を交付します。
　障害者控除をうけるためには、認定書が必要となりますので早めに申請をしましょう。
　くわしくは次のとおりですので、必要な方は役場厚生グループ（総合福祉センター内）で申請手続きを
してください。
対　　象　　者　　平成25年12月31日現在、介護保険で要介護１～５に認定されている方。
申 請 窓 口　　役場厚生グループ（総合福祉センター内）　℡ ６１－７５５５
申請に必要な物　　介護保険被保険者証（オレンジ色）、印鑑
申請受付締め切り　　平成26年３月17日（月）
認 定 方 法　　必要に応じて村職員が個別に実態調査を行い、それに基づいて認定します。
※個別に実態調査を行うため、認定結果通知までに１週間～２週間かかります。

※障害者手帳を持っている方は申請の必要はありません。
くわしくは、役場厚生グループ（総合福祉センター内）までお問い合わせください。
℡ ６１－７５５５　担　当：福山

要介護認定者でも障害者控除がうけられます

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

煩
悩
の
い
く
つ
か
残
し
年
明
け
る工

　藤

　陽

　一

満
天
の
星
ざ
わ
め
き
て
寒
に
入
り小

　坂

　良

　子

冬
ざ
る
る
だ
ん
ま
り
夫
に
コ
ー
ヒ
入
れ

長

　峯

　ユ

　リ

寒
干
し
の
な
き
軒
下
の
竿
揺
れ
る鹿

　島

　と

　わ

二
人
し
て
何
は
な
く
と
も
初
笑
い戸

　来

　れ
い
子

四
世
代
集
う
正
月
に
ぎ
や
か
に

髙

　根

　リ

　サ

初
笑
い
昔
話
を
聞
き
な
が
ら

鹿

　島

　惠
美
子

初
笑
い
老
い
の
薬
は
笑
い
か
ら

村

　上

　て

　る

朋
友
と
ご
つ
つ
ん
こ
し
て
初
笑
い福

　士

　香
芽
子

　
私
は
い
つ
も
一
人
で
い
ま
す
か
ら
、

こ
う
し
て
外
へ
出
て
人
の
話
を
聴
い
た

り
人
と
話
を
し
た
り
と
、
今
日
は
喜
び

を
感
じ
、
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。
村
民

相
談
員
の
田
中
さ
ん
の
ギ
タ
ー
演
奏
を

聴
き
ま
し
た
が
、
い
つ
習
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
感
心
し
ま
す
。

　
毎
年
福
祉
大
会
に
来
て
ま
す
が
、
こ

の
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
し
た
。

婦
人
会
の
踊
り
も
上
手
で
し
た
が
、
な

ん
と
い
っ
て
も
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち

の
踊
り
が
よ
か
っ
た
で
す
。

　薬剤
師
さ
ん
の
話
が
お
も
し
ろ
く

て
、
眠
く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
サ
プ

リ
メ
ン
ト（
健
康
食
品
）の
こ
と
と
か
、

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

５　広報しんごう　H26・２ ４

飲むヨーグルト・生キャラ煎餅・天日米で勝負！ 社会福祉協議会評議員ら５名を表彰
ふるさと祭り東京2014ふるさと祭り東京2014ふるさと祭り東京2014 新郷村社会福祉大会東京ド

ームに

行って
きまし

た！

売って
きまし

た！

新
郷
村
か
ら
の
お
す
そ
わ
け

「
”ゆ
る
〜
り  

天
日
米
“東
京
ド
ー
ム
で
販
売
!!

「
ふ
っ
く
ら
と
し
て
、
お
い
し
い
」と
再
来
店
者
続
出
！「天日米おいしかった」と２日連続で買いにきてくれた親子

美郷館で開催された社会福祉大会で村民憲章を唱和する参加者

しんごう保育園の園児による“よさこいソーラン”

小西礼子さんの歌う“生キャラせんべい音頭”に合わせ踊りを披露する連合婦人会のみなさん 民謡を披露した左から髙山てつ子さんと黒澤直美さん、三味線奏者の手倉森勝利さん

東京ドームで「飲むヨーグルト」などの売り込みに励む
公社の田面博文さん（左端）と角岸秀伸さん（右端）

薬剤師であり、会社社長でもある
講師の高橋信一氏

表彰された右から大平信司さん、西村カチヱさん、
福山辰雄さん、田島夏さん、村上トミさん
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　１
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
の
10
日
間
に
わ

た
り
、
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た「
ふ
る
さ

と
祭
り
東
京
２
０
１
４
」に
本
村
か
ら
、
新
郷

村
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社
が
出
店
し
、
来
場

者
へ
本
村
自
慢
の
味
と
魅
力
を
届
け
ま
し
た
。

　八
戸
広
域
観
光
推
進
協
議
会
加
盟
市
町
村

の
ブ
ー
ス
に
は
、
お
い
ら
せ
町
や
階
上
町
な

ど
も
出
店
し
、
本
村
の
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社

は
定
番
商
品
の「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」「
生
キ
ャ

ラ
煎
餅
」の
他
に
、
今
回
初
め
て
本
村
で
作
ら

れ
た
25
年
産
の
天
日
米
を
販
売
し
ま
し
た
。

　こ
の
天
日
米
は
、
新
郷
村
農
産
物
研
究
会
が

手
間
暇
掛
け
て
天
日
干
し
た
も
の
で
、
試
し
に

と
買
っ
て
い
っ
た
お
客
様
が
、
翌
日
も
わ
ざ

わ
ざ
１
５
０
０
円
の
入
場
券
を
払
っ
て
ま
で
も

買
い
に
き
て
く
れ
る
ほ
ど
の
人
気
商
品
と
な

り
、
公
社
職
員
の
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。

　２
月
13
日
、
第
22
回
新
郷
村
社
会
福
祉
大
会
が
美
郷
館

で
開
催
さ
れ
、
住
民
約
１
８
０
名
が
講
演
や
保
育
園
児
ら

の
踊
り
な
ど
で
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　大
会
で
は
、
田
島
英
男
村
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の
式

辞
後
、
名
誉
大
会
長
の
須
藤
村
長
が
あ
い
さ
つ
。
村
社
会

福
祉
協
議
会
評
議
員
ら
５
名
に
、
田
島
社
協
会
長
か
ら
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
、
三
八
地
域
県
民
局
地
域
健
康
福
祉
部
の
前
田

泰
三
福
祉
総
室
長
と
船
水
松
春
三
戸
郡
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　次
に
、
㈲
ケ
イ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ト
リ
ニ
テ
ィ
の
高
橋
信

一
代
表
取
締
役
が
、「
実
は
間
違
っ
て
い
る
？
あ
な
た
の
健

康
常
識
〜
今
更
他
人
に
訊
け
な

い
？
薬
と
健
康
食
品
と
病
気
の

こ
と
〜
」と
題
し
て
講
演
し
、

会
場
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
む

ほ
ど
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

　ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
新
郷

保
育
園
の
園
児
や
村
連
合
婦
人
会

会
員
が
踊
り
を
、
髙
山
て
つ
子
さ

ん（
西
越
）ら
が
民
謡
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。

　介護保険係では、確定申告の時期に際し、所得税・住民税の控除をうけることができる障害者控除
対象者認定書を交付します。
　障害者控除をうけるためには、認定書が必要となりますので早めに申請をしましょう。
　くわしくは次のとおりですので、必要な方は役場厚生グループ（総合福祉センター内）で申請手続きを
してください。
対　　象　　者　　平成25年12月31日現在、介護保険で要介護１～５に認定されている方。
申 請 窓 口　　役場厚生グループ（総合福祉センター内）　℡ ６１－７５５５
申請に必要な物　　介護保険被保険者証（オレンジ色）、印鑑
申請受付締め切り　　平成26年３月17日（月）
認 定 方 法　　必要に応じて村職員が個別に実態調査を行い、それに基づいて認定します。
※個別に実態調査を行うため、認定結果通知までに１週間～２週間かかります。

※障害者手帳を持っている方は申請の必要はありません。
くわしくは、役場厚生グループ（総合福祉センター内）までお問い合わせください。
℡ ６１－７５５５　担　当：福山

要介護認定者でも障害者控除がうけられます

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

煩
悩
の
い
く
つ
か
残
し
年
明
け
る工

　藤

　陽

　一

満
天
の
星
ざ
わ
め
き
て
寒
に
入
り小

　坂

　良

　子

冬
ざ
る
る
だ
ん
ま
り
夫
に
コ
ー
ヒ
入
れ

長

　峯

　ユ

　リ

寒
干
し
の
な
き
軒
下
の
竿
揺
れ
る鹿

　島

　と

　わ

二
人
し
て
何
は
な
く
と
も
初
笑
い戸

　来

　れ
い
子

四
世
代
集
う
正
月
に
ぎ
や
か
に

髙

　根

　リ

　サ

初
笑
い
昔
話
を
聞
き
な
が
ら

鹿

　島

　惠
美
子

初
笑
い
老
い
の
薬
は
笑
い
か
ら

村

　上

　て

　る

朋
友
と
ご
つ
つ
ん
こ
し
て
初
笑
い福

　士

　香
芽
子

　
私
は
い
つ
も
一
人
で
い
ま
す
か
ら
、

こ
う
し
て
外
へ
出
て
人
の
話
を
聴
い
た

り
人
と
話
を
し
た
り
と
、
今
日
は
喜
び

を
感
じ
、
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。
村
民

相
談
員
の
田
中
さ
ん
の
ギ
タ
ー
演
奏
を

聴
き
ま
し
た
が
、
い
つ
習
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
感
心
し
ま
す
。

　
毎
年
福
祉
大
会
に
来
て
ま
す
が
、
こ

の
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
し
た
。

婦
人
会
の
踊
り
も
上
手
で
し
た
が
、
な

ん
と
い
っ
て
も
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち

の
踊
り
が
よ
か
っ
た
で
す
。

　薬剤
師
さ
ん
の
話
が
お
も
し
ろ
く

て
、
眠
く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
サ
プ

リ
メ
ン
ト（
健
康
食
品
）の
こ
と
と
か
、

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
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ームに

行って
きまし

た！

売って
きまし

た！

新
郷
村
か
ら
の
お
す
そ
わ
け

「
”ゆ
る
〜
り  

天
日
米
“東
京
ド
ー
ム
で
販
売
!!

「
ふ
っ
く
ら
と
し
て
、
お
い
し
い
」と
再
来
店
者
続
出
！「天日米おいしかった」と２日連続で買いにきてくれた親子

美郷館で開催された社会福祉大会で村民憲章を唱和する参加者

しんごう保育園の園児による“よさこいソーラン”

小西礼子さんの歌う“生キャラせんべい音頭”に合わせ踊りを披露する連合婦人会のみなさん 民謡を披露した左から髙山てつ子さんと黒澤直美さん、三味線奏者の手倉森勝利さん

東京ドームで「飲むヨーグルト」などの売り込みに励む
公社の田面博文さん（左端）と角岸秀伸さん（右端）

薬剤師であり、会社社長でもある
講師の高橋信一氏

表彰された右から大平信司さん、西村カチヱさん、
福山辰雄さん、田島夏さん、村上トミさん
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６７　広報しんごう　H26・２

“音読研究会（仮称）”を立ち上げませんか?!
　私たちと一緒に「音読研究会（仮称）」を立ち上げませんか?!
　昨今、朗読が人気となっています。子どもたちへの読み聞かせから始まり、いたる
ところで朗読会が開催されています。シンプルな表現だからこそ人間の本質をとらえ
る想像力が大切。興味のある方、一度集まってお話し合いをしてみませんか！
お問い合わせ先：福山　廣・金沢正栄
　　　　　　　　℡ ０１７８－７８－２２５５（中野平　Ｙショップばいてん内）

平成26年度  国家公務員「国税専門官採用試験」（大学卒業程度）のお知らせ
　仙台国税局では、バイタリティーあふれる税務職員を募集しています。
　国税専門官は、国の財政を支える重要な仕事を担い、税務署等において、調査・徴収・検査や指導
などを行う税務のスペシャリストです。
○受験資格
１　昭和59年４月２日から平成５年４月１日生まれの者
２　平成５年４月２日以降生まれの者で次に掲げる者
　⑴大学を卒業した者及び平成27年３月までに大学を卒業する見込みの者
　⑵人事院が⑴に掲げる者と同等の資格があると認める者

○受験申込受付期間　・インターネット：平成26年４月１日（火）から４月14日（月）まで
　　　　　　　　　・郵送又は持参：平成26年４月１日（火）から４月２日（水）まで
○受 験 申 込 方 法　受験申し込みは原則インターネット申し込みとする。

郵送又は持参用受験申込書の請求は、最寄りの税務署、仙台国税局人事第二課
又は人事院東北事務局へ行う。

○第 １ 次 試 験 日　平成26年６月８日（日）
○試験に関するお問い合わせ先
仙台国税局人事第二課試験研修係　℡ ０２２－２６３－１１１　内線３２３６

国家公務員採用試験のお知らせ
試 験 名
総合職試験

（院卒者・大卒程度試験）
一般職試験

（大卒程度試験）

一般職試験
（高卒者試験）

申 込 受 付 期 間
【インターネット】　４月１日（火）９：00
　　　　　　　　　～４月８日（火）〔受信有効〕
【インターネット】　４月９日（水）９：00
　　　　　　　　　～４月21日（月）〔受信有効〕
【インターネット】　６月23日（月）
　　　　　　　　　～７月２日（水）
【郵 送 ・ 持 参】　６月23日（月）～６月26日（木）

第１次試験日

４月27日（日）

６月15日（日）

９月７日（日）

放火されない環境づくりを!!
　あってはなりませんが、いつでも放火火災が発生する可能性があることを考えて、家庭や地域で放火
予防対策を実践しましょう。
 放火されないための８つのポイント
○ポイント１　ゴミは収集日の決められた時間に出す
　ゴミ出しと収集までの間（特に夜間）に狙われやすくなります。
○ポイント２　家のまわりに燃えやすいものを置かない
　火のついたタバコや紙などを投げ入れて出火する場合があります。
○ポイント３　空き家、物置などには必ず鍵をかける
　空き家や物置に施錠をしないと侵入されて中の燃えやすい物に放火されやすくなってしまいます。
○ポイント４　家のまわりを明るくする
　暗がりをなくし、明るくして人目につくようにすると不審者が近づきにくくなります。
○ポイント５　新聞紙などをためないようにする
　たまった新聞や郵便物に放火されるケースがあります。長期間留守にする場合は新聞を止めましょう。
○ポイント６　車などのボディーカバーに防炎製品を使う
車やバイク、自転車のボディーカバーに放火されるケースも多く見られます。燃えにくい防炎製品の使用が効果的です。
○ポイント７　洗濯物の取り込みを忘れない
取り込み忘れの洗濯物に放火されるケースがあります。やむをえず夜間に洗濯物を干す場合は室内に干しましょう。
○ ポイント８　お隣との協力を
普段からお隣やご近所とのコミュニケーションをとって地域ぐるみで放火されない環境づくりをすることが大事です。

しょうぼう情報　∞∞∞　五戸消防署西分遣所からのお知らせ　∞∞∞

　人事院では、次のとおり国家公務員採用試験を実施いたします。

　なお、申込方法や受験資格等の詳しい内容については、人事院ホームページ又は下記にお問い合わ
せください。
お問い合わせ先：人事院東北事務局　第二課　試験係　℡ ０２２－２２１－２０２２
　　　　　　　　人事院ホームページ［http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm］

火災を発見したら大きな声で周りに知らせて
小さな火でもすぐに通報しましょう

青森県交通対策協議会  平成26年１月31日現在

　公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金法
人では、県内における個人、団体、ＮＰＯ法人、
企業等が地域の発展、地域貢献に資するために
地域資源を活用・創造する活動や、健康増進、医
療、福祉、環境に関連する活動に対し、必要な費
用を助成しています。

◎応募期間　平成26年４月１日（火）～６月30日（月）
◎応募方法　ホームページから申請書をダウン

ロードし、必要事項を記入して財
団事務局へ送付してください。

◎助 成 金　必要費用以内で、100万円を限度
◎お問い合わせ
　公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金　事務局
　℡ ０１７－７７４－１１７９
　URL：http://www.michinoku-furusato.or.jp

『みちのく・ふるさと貢献基金』
助成事業募集のお知らせ

　全国健康保険協会（協会けんぽ）青森支部では、
県内の中小企業の従業員とそのご家族が加入す
る健康保険事業を運営しています。
　平成26年度における当支部の健康保険料率は、
現行の10.00％に据置きとなりますが、介護給付
費等の増加に伴い、40歳から64歳までの健康保
険の加入者（介護保険第２号被保険者）が負担す
る介護保険料については、その料率が４月納付
分より1.55％から1.72％に引き上げとなります。
　協会けんぽは、加入者と事業主の皆さまの負
担軽減に向け、国庫補助率の引き上げ、高齢者
医療制度の見直しなど国や関係方面に強く求め
てまいりますので、何とぞご理解とご協力を
お願いいたします。
問　全国健康保険協会青森支部（青森市長島２－25－３
　　℡ ０１７－７２１－２７１３
　　ホームページ 
　　http://www.kyoukaikenpo.or.jo/shibu/aomori/）

平成26年 県内の交通事故概況平成26年 県内の交通事故概況

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

１月中 年間累計 歩行中の死者
高齢者の死者
（65歳以上の人）
飲酒運転による死者

自動車乗車中の死者

非着用死者
着用していれば助か
ったと思われる人
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（
Ｅ
） 毎月１日は「県民交通安全の日」15日は「高齢者交通安全の日」

あなたも参加 わたしもやります“交通安全”

平成26年度協会けんぽ青森支部の
健康保険料率について

※火災予防条例により「空き家の所有者又は管理者は、当該空き家への侵入防止、周囲の燃焼のおそれのある物件の除去
　その他火災予防上必要な措置を講じなければならない。」とされています。

お知らせ



６７　広報しんごう　H26・２

“音読研究会（仮称）”を立ち上げませんか?!
　私たちと一緒に「音読研究会（仮称）」を立ち上げませんか?!
　昨今、朗読が人気となっています。子どもたちへの読み聞かせから始まり、いたる
ところで朗読会が開催されています。シンプルな表現だからこそ人間の本質をとらえ
る想像力が大切。興味のある方、一度集まってお話し合いをしてみませんか！
お問い合わせ先：福山　廣・金沢正栄
　　　　　　　　℡ ０１７８－７８－２２５５（中野平　Ｙショップばいてん内）

平成26年度  国家公務員「国税専門官採用試験」（大学卒業程度）のお知らせ
　仙台国税局では、バイタリティーあふれる税務職員を募集しています。
　国税専門官は、国の財政を支える重要な仕事を担い、税務署等において、調査・徴収・検査や指導
などを行う税務のスペシャリストです。
○受験資格
１　昭和59年４月２日から平成５年４月１日生まれの者
２　平成５年４月２日以降生まれの者で次に掲げる者
　⑴大学を卒業した者及び平成27年３月までに大学を卒業する見込みの者
　⑵人事院が⑴に掲げる者と同等の資格があると認める者

○受験申込受付期間　・インターネット：平成26年４月１日（火）から４月14日（月）まで
　　　　　　　　　・郵送又は持参：平成26年４月１日（火）から４月２日（水）まで
○受 験 申 込 方 法　受験申し込みは原則インターネット申し込みとする。

郵送又は持参用受験申込書の請求は、最寄りの税務署、仙台国税局人事第二課
又は人事院東北事務局へ行う。

○第 １ 次 試 験 日　平成26年６月８日（日）
○試験に関するお問い合わせ先
仙台国税局人事第二課試験研修係　℡ ０２２－２６３－１１１　内線３２３６

国家公務員採用試験のお知らせ
試 験 名
総合職試験

（院卒者・大卒程度試験）
一般職試験

（大卒程度試験）

一般職試験
（高卒者試験）

申 込 受 付 期 間
【インターネット】　４月１日（火）９：00
　　　　　　　　　～４月８日（火）〔受信有効〕
【インターネット】　４月９日（水）９：00
　　　　　　　　　～４月21日（月）〔受信有効〕
【インターネット】　６月23日（月）
　　　　　　　　　～７月２日（水）
【郵 送 ・ 持 参】　６月23日（月）～６月26日（木）

第１次試験日

４月27日（日）

６月15日（日）

９月７日（日）

放火されない環境づくりを!!
　あってはなりませんが、いつでも放火火災が発生する可能性があることを考えて、家庭や地域で放火
予防対策を実践しましょう。
 放火されないための８つのポイント
○ポイント１　ゴミは収集日の決められた時間に出す
　ゴミ出しと収集までの間（特に夜間）に狙われやすくなります。
○ポイント２　家のまわりに燃えやすいものを置かない
　火のついたタバコや紙などを投げ入れて出火する場合があります。
○ポイント３　空き家、物置などには必ず鍵をかける
　空き家や物置に施錠をしないと侵入されて中の燃えやすい物に放火されやすくなってしまいます。
○ポイント４　家のまわりを明るくする
　暗がりをなくし、明るくして人目につくようにすると不審者が近づきにくくなります。
○ポイント５　新聞紙などをためないようにする
　たまった新聞や郵便物に放火されるケースがあります。長期間留守にする場合は新聞を止めましょう。
○ポイント６　車などのボディーカバーに防炎製品を使う
車やバイク、自転車のボディーカバーに放火されるケースも多く見られます。燃えにくい防炎製品の使用が効果的です。
○ポイント７　洗濯物の取り込みを忘れない
取り込み忘れの洗濯物に放火されるケースがあります。やむをえず夜間に洗濯物を干す場合は室内に干しましょう。
○ ポイント８　お隣との協力を
普段からお隣やご近所とのコミュニケーションをとって地域ぐるみで放火されない環境づくりをすることが大事です。

し ょ う ぼ う 情 報　∞∞∞　五戸消防署西分遣所からのお知らせ　∞∞∞

　人事院では、次のとおり国家公務員採用試験を実施いたします。

　なお、申込方法や受験資格等の詳しい内容については、人事院ホームページ又は下記にお問い合わ
せください。
お問い合わせ先：人事院東北事務局　第二課　試験係　℡ ０２２－２２１－２０２２
　　　　　　　　人事院ホームページ［http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm］

火災を発見したら大きな声で周りに知らせて
小さな火でもすぐに通報しましょう

青森県交通対策協議会  平成26年１月31日現在

　公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金法
人では、県内における個人、団体、ＮＰＯ法人、
企業等が地域の発展、地域貢献に資するために
地域資源を活用・創造する活動や、健康増進、医
療、福祉、環境に関連する活動に対し、必要な費
用を助成しています。

◎応募期間　平成26年４月１日（火）～６月30日（月）
◎応募方法　ホームページから申請書をダウン

ロードし、必要事項を記入して財
団事務局へ送付してください。

◎助 成 金　必要費用以内で、100万円を限度
◎お問い合わせ
　公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金　事務局
　℡ ０１７－７７４－１１７９
　URL：http://www.michinoku-furusato.or.jp

『みちのく・ふるさと貢献基金』
助成事業募集のお知らせ

　全国健康保険協会（協会けんぽ）青森支部では、
県内の中小企業の従業員とそのご家族が加入す
る健康保険事業を運営しています。
　平成26年度における当支部の健康保険料率は、
現行の10.00％に据置きとなりますが、介護給付
費等の増加に伴い、40歳から64歳までの健康保
険の加入者（介護保険第２号被保険者）が負担す
る介護保険料については、その料率が４月納付
分より1.55％から1.72％に引き上げとなります。
　協会けんぽは、加入者と事業主の皆さまの負
担軽減に向け、国庫補助率の引き上げ、高齢者
医療制度の見直しなど国や関係方面に強く求め
てまいりますので、何とぞご理解とご協力を
お願いいたします。
問　全国健康保険協会青森支部（青森市長島２－25－３
　　℡ ０１７－７２１－２７１３
　　ホームページ 
　　http://www.kyoukaikenpo.or.jo/shibu/aomori/）

平成26年 県内の交通事故概況平成26年 県内の交通事故概況

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

１月中 年間累計 歩行中の死者
高齢者の死者
（65歳以上の人）
飲酒運転による死者

自動車乗車中の死者

非着用死者
着用していれば助か
ったと思われる人
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（
Ｅ
） 毎月１日は「県民交通安全の日」15日は「高齢者交通安全の日」

あなたも参加 わたしもやります“交通安全”

平成26年度協会けんぽ青森支部の
健康保険料率について

※火災予防条例により「空き家の所有者又は管理者は、当該空き家への侵入防止、周囲の燃焼のおそれのある物件の除去
　その他火災予防上必要な措置を講じなければならない。」とされています。

お知らせ
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し
ん
ご
う
保
育
園

241

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

保育園のオニはとっても怖くて
びっくりしたけど、がんばって豆
を投げたよ。みんなで力を合わ
せてオニをやっつけたよ。

太田 　薫さん（さくら組）
ランドセルを買いに行ったよ。
いっぱい色があって迷ったけど、
一番かっこいい「黒と赤」のラン
ドセルを選んだよ。

橋端　慶人くん（さくら組）
かおりおお た けい とはしば

８

　２
月
12
日
、
公
益
社
団
法
人

　八
戸
法

人
会
か
ら
、
村
に
10
万
円
分
の
図
書
カ
ー

ド
が
寄
附
さ
れ
、
村
長
室
で
小
坂
章
法
人

会
五
戸
支
部
長
か
ら
須
藤
村
長
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　い
た
だ
い

た
図
書
カ
ー

ド
は
、
新
郷

中
学
校
と
野

沢
中
学
校
の

２
校
で
、
図

書
購
入
に
役

立
て
ら
れ
ま

す
。

やよい
March

３月
弥 生

人の動き
男　1,361人（－４人）
女　1,456人（－２人）
計　2,817人（－６人）
世帯数946世帯（±０世帯）
（平成26年１月31日現在）
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むらのガイド

平成26年

ブラッドストーン（血石）
̶ 沈着・勇敢 ̶誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝祭日の場合は曜日変更あり）

２０１４年３月
行　　事　　等 備　　　考日 曜

みんなで支える
国民年金

日本年金機構

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。
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３ 月

月

金

山村開発センター２階　相談室

総合福祉センター

ひな祭
新郷温泉館休館日

７
新郷温泉館休館日
中学校卒業式

10

水 行政相談12
金 資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日14

月
新郷温泉館休館日
所得税・住民税申告相談最終日

17

水 ５歳児健診19
木 小学校卒業式20

金
●春分の日
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日

21

月 新郷温泉館休館日24
水 小中学校修了式26
金 燃えないごみ収集日28
月 新郷温泉館休館日31

資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日

公
益
社
団
法
人  

八
戸
法
人
会

　
新
郷
中
と

野
沢
中
に
図
書
カ
ー
ド
10
万
円
分
を
寄
附図書カードを手渡す小坂五戸支部長（中央）と中里五戸副支部長
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